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契約証書に関する情報 

2025 年 6 月 30 日公表 

目 的 

1. 本文書では、スコープ２温室効果ガス排出について契約証書に関する情報を開示するにあたり、

参考となる情報を提供することを目的としています。 

 

キーワード 

契約証書、スコープ 2 温室効果ガス排出、ロケーション基準、マーケット基準 

 

何が求められているのか 

2. SSBJ 基準では、スコープ 2 温室効果ガス排出（企業が消費する、購入又は取得した電気、蒸

気、温熱又は冷熱（以下あわせて「電気等」といいます。）の生成から発生する間接的な温室

効果ガス排出）の開示について、次のとおり定めています。 

スコープ 2 温室効果ガス排出については、ロケーション基準（地域、地方、国などの特定された場所に

おけるエネルギー生成に関する平均的な排出係数を用いる測定方法）によるスコープ 2 温室効果ガス排

出量を開示しなければならない。（気候基準第 53 項及び第 6 項(10)） 

スコープ 2 温室効果ガス排出について、主要な利用者の理解に情報をもたらすために必要な契

約証書に関する情報がある場合には、第53項に基づく開示に加え、当該契約証書に関する情

報を提供しなければならない。ただし、マーケット基準によるスコープ 2 温室効果ガス排出量を開

示することにより当該契約証書に関する情報の提供に代えることができる｡（気候基準第 54 項） 

契約証書とは 

3. SSBJ 基準において、契約証書とは、次のいずれかをいいます（気候基準第 6 項(11)）。 

(1) エネルギー生成に関する属性と一体となっている電気等の購入契約 

(2) 電気等の購入契約から分離された、エネルギー属性に着目して締結される契約 

4. 契約証書には、エネルギーがどのような資源から生成されたのか、化石燃料以外の資源により生

成されたのか、という属性を証明する証書に関する契約が含まれることが考えられます。 

5. 契約証書の例として、米国などで用いられている再生可能エネルギー証明書（REC）に関する

契約や、欧州において用いられている発電源証明（GO）に関する契約等が挙げられます。例え

ば、REC には、再生可能エネルギーにより発電されたことに対する法的財産権が表章されており、

REC の所有者は、第三者に対して、再生可能エネルギーを購入又は利用していることを主張す
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ることができるとされています1。 

なぜ、契約証書の開示が求められているのか 

6. スコープ 2 温室効果ガス排出をロケーション基準に基づき測定する場合、次の算定式により、電

気等の使用量に、国や地方などの特定の場所における平均的な排出係数を乗じることとなります。 

（スコープ 2温室効果ガス排出量の算定式） 

    温室効果ガス排出量 ＝ 活動量 × 排出係数 × 地球温暖化係数 

                （電気等の使用量） 

7. ここで、企業が温室効果ガス排出量の削減に取り組む場合、自社の活動量を減らすことで、温

室効果ガス排出量を削減することが考えられるものの、活動量そのものを減らすことに限界がある

ことも考えられます。その場合、エネルギー生成時の温室効果ガス排出を比較的低減させる排出

源又は供給源に由来する電気等を購入することにより、温室効果ガス排出量を減らす取組みを

行うことが考えられます。 

8. しかし、ロケーション基準における排出係数は、企業が実際に購入した電気等の排出源又は供

給源に基づかない仮想的な数値であり、企業が実際に購入した電気等の契約内容を反映して

いないため、企業の削減努力を温室効果ガス排出量に反映できないと考えられます。 

9. そこで、主要な利用者が企業の取組みを理解できるようにするため、SSBJ 基準では、企業が実

際に購入した電気等の契約内容のうち、スコープ 2 温室効果ガス排出について、主要な利用者

の理解に情報をもたらすために必要な契約証書に関する情報を提供しなければならないと定めて

います。 

 

「主要な利用者の理解に情報をもたらすために必要な契約証書に関する情報」とはどのような情報か 

10. SSBJ 基準では、「主要な利用者の理解に情報をもたらすために必要な契約証書に関する情報」

について、具体的な開示項目を定めていません。これは、ISSB 基準において、当該用語が明確

に説明されていないことから、仮に SSBJ 基準において具体的に定めた場合、SSBJ 基準を適用

した結果として開示される情報が、国際的な比較可能性を大きく損なわせるものとなる可能性が

あるためです。 

11. したがって、「主要な利用者の理解に情報をもたらすために必要な契約証書に関する情報」として

どのような内容を開示するのかについては、企業が表現しようとするものを忠実に表現するため、企

業の置かれた状況に即して、情報の粒度も含め、企業が判断するものであると考えられます。 

  

 
1 https://www.epa.gov/green-power-markets/renewable-energy-certificates-recs 
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12. なお、World Resources Institute より公表されている、「GHG Protocol Scope 2 

Guidance」では、契約証書に関する情報として、次の例が挙げられています2。 

• 証書の名称（instrument labels） 

・ エネルギー属性証明書（REC、GO 等） 

• 排出係数 

• 発電施設の特徴 

・ 発電源（燃料）の種類 

・ 発電施設の所在地（国などの地政学的な所在地や、グリッドの供給地域） 

・ 発電施設の運転開始年、設備等が更新された年 

• 法域で行われている政策との関係 

・ 例えば、法域で行われている排出権取引制度と契約証書との関係 

 

マーケット基準によるスコープ 2温室効果ガス排出量の開示との関係 

13. SSBJ 基準において、「マーケット基準」とは、電気等の購入契約（分離できない契約証書が含

まれることがあります。）及び分離された契約証書の内容を反映してスコープ 2 温室効果ガス排

出を測定する方法をいいます（気候基準第 6 項(11)）。 

14. マーケット基準は、企業が実際に購入した電気等の契約内容を排出係数に反映することができる

ため、ロケーション基準よりも企業の実態を反映すると考えられます。この点、ISSB 基準において

も、マーケット基準が有用な情報を提供する測定方法であるとされてはいますが、ISSB 基準では

マーケット基準によるスコープ 2 温室効果ガス排出量の開示は要求されていません（気候基準

BC142 項）。 

15. しかし、マーケット基準により測定した数値には、企業の温室効果ガス排出削減の努力が反映さ

れており、ロケーション基準により測定した数値とあわせて開示することが主要な利用者にとって有

用であると考えられたことから、SSBJ 基準では、マーケット基準によるスコープ 2 温室効果ガス排

出量を開示することにより契約証書に関する情報の提供に代えることができるとしています（気候

基準第 54 項ただし書き）。 

16. なお、ISSB 基準では、契約証書に関する情報の開示の一部としてマーケット基準によるスコープ

2 温室効果ガス排出に関する情報を開示する場合があるとされています（IFRS S2 号「気候関連

開示」B31 項）。 

  

 
2 https://ghgprotocol.org/scope-2-guidance 
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関連する SSBJ ハンドブック 

 「スコープ 2 温室効果ガス排出の測定に用いる排出係数」 

 「温室効果ガス排出の測定に用いる排出係数」 

 

SSBJ 基準の定めは、重要性がない項目に対して

適用する必要はないことにご留意ください。 

以 上 


